
イン ド･ビルマの国境

‖チン丘陵 "への旅

大 野 徹*

ビルマの古都マンダL,-か ら,北西に向か

ってテンド,ンイソ川沿いに飛行機で45分飛ぶ

と,カレー ミ=1ウに着 く｡ カL/- ミコウは,

インドとビルマの国境地帯チソ丘陵-の表玄

関であるC

私がカレー ミョウに行 ったのは,昭和44年

-1月18口 o 雨季は,平地ではまだ始 まってお

らず,べ ら棒に暑い日だった｡ カレー ミョウ

の空港事務所で,汗 をふきふき,入国管理官

に身分証明書 と旅行許可書 を提示す る｡ ビル

マにいる外国人が国内旅行を行な う場合には,

最低 2週間前に旅行申請書をだして政府当局

(私の場合は,文部省経由内務省)の許可 を

得なければならないことになっている｡

カレ- ミョウは,チ ン丘陵の麓にある｡飛

行場の滑走路にそって家並みが細長 くのぴた

町である｡ ここか らさらに東-24マイル行 く

とチ ント.ノイン川にで る｡ そこにはカレーワ

の町がある｡ カレー ミョウ ･カレーワ闇の道

路は,今は旅客 を溝威 した古ぼけたノミスが何

台か通 る田舎道にすぎないが,第二次大戟未

聞イソ/こ-ル作戦に敗れた日本軍が撤退 して

行 ったのは, この道だった｡幾多の兵士がた

*大阪外国語大学 ビルマ語学科

おれていったこの道は,｢靖国街道｣とも｢白

骨街道｣ともよばれたと書かれたインパール

戦記の記事が,チラッと頭の中をよぎる｡

カレーミョウに着いた翌 日,私はジ-プを

一台雇 って,ルシャイ族の住むタ--ン村 を

抜け,チン丘陵に向かった｡夜中か ら降 り出

した雨がなかなかあが りそ うにないので,今

日の旅行はついに駄 目かと半ば諦めかけてい

ただけに,朝 8時 クラクシ ョンを鳴 らしてジ

-プが迎えに来た時には,何 とも言えず娼 し

かった｡もともとビルマの田舎では,｢足｣を

確保するのに一苦労する｡それ も辺地になれ

ばなるほど,はなはだしい｡借用料が高い (距

離や行 く先によって多少の違いはあるが,普

通一 日中借 り上げるのに100チャットか ら150

チ ャットくらいかかる)のには目をつぶ ると

して も,そのジープを探すのが大変だ｡ この

ジープにして も,前 日カレー ミョウの治安行

政委員会 (翠,警察,地方行政機関の三者か

ら成 る行政組織o 通常,管区委員会は大佐ま

たは中佐,県委員会は中佐または少佐,郡 委

員会は原則 として大尉が議長 を勤めている｡)

に行 って,書記長の協力を得 た上でやっと借

りあげることに成功 した代物である｡ 少 々の

雨 くらいでオジャンにさせ られてたまるか と

私は,それまで雨空を呪みつけていたのだっ

た｡待ちかねていたジープは来 たものの,前

冒,西の方に幾重にも重なって見えていたチ

ソの山 々は,今 日は雨雲に遮 られて全 く見え

ない｡

カレー ミョウを出て舗装のないデコボコ道

を前後左右にゆられなが ら暫 く行 くと,ルシ

ャイ族の住む部落が幾つか 目の前に現われて

は消えていった｡ このあた りの部落の入 口と

出口には,必ず と言ってよいほど竹矢来が築

いてある｡今では治安が安定 してその心配は

な くなったが,数年前 までは反政府軍がよく

部落 を襲撃 して物資を ｢調達｣ していたので,
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写真 1 カレー ミョウからチソ丘陵へ向か う途中の関

所｡頭上の看板には｢77ラム県-ようこそ｣

と書いてある｡

自衛のためにこしらえたものだとい う｡ もっ

とも,中には ｢反政府軍｣の名を隠れみのに

掠奪をほ しいままにする強盗や匪賊の類 もあ

ったようだ｡

カレー ミョウか ら5- 6マイル行 った所に

関所があった｡線路の踏切に使 う遮断機のよ

うなものがおろしてある｡遮断機の上のほ う

には, ｢ファラム県｣ と書かれたビルマ文字

の看板が見える｡遮断機の前にジープが止ま

ると,傍の小屋の中か ら3- 4人の人がとび

出して来た｡警官だ｡ こうい うこともあろう

かと,私はラング-ソを発つ前に文部省に行

って,次官名入 りの旅行許可書を予めもらっ

て来てあった｡それには訳がある｡以前,カ

ヤ-州の州都 ロイコ--行った時,旅行許可

は得てあったのだが許可書 を携行 していなか

ったばか りに,｢外 国人が RestrictedArea

に無断で入 り込むとは何事か./｣と, ロイコ

一県治安行政委員会の責任者にこっぴどく叱

られ,挙句のはてに内務省-電話をかけて身

元を調べ られるとい う苦い経験 を私は もって

いた｡だか ら,それ以後,私は旅行をする時に

は同じ轍 を二度 と踏むまいと,必ず証明書を

もらうことにしていた｡それが, ここで役に

立 った｡駐在所長は,私が提示 した旅行許可

書を子細に検討 してか ら, ｢実は,わ しもチ

ソ丘陵-は一度 も行ったことがないんだよ｣

と言いなが ら遮断機を上げてくれた｡当然の
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ことなが ら,私はホ ッとした｡ もしも許可書

をもっていなかったら, 目指すチソ丘陵を目

の前にしなが ら追い返 されるところだった｡

関所を過ぎると道の両側に急に高い樹木が

現われは じめ,す ぐ登 り坂 となった｡はやチ

ソ丘陵に入っているのだ｡ ビルマか らチン丘

陵,インドのマニプール,ア ッサムを通 って

チベ ットに至 る途中の地方にはチベ ット･ビ

ルマ語系統の言語を話す民族がたくさん住ん

でいる｡ チソ族 もその一つである｡ おまけに,

険 しい山 と谷 とが次 々と展開するこのチソ丘

陵では,山一つ越えた隣の村 とさえすでに意

志の疎通が困難だと言われている｡ つまり,

方言の分化が著 しいのだ｡チベ ット･ビルマ

系の言語を研究対象 としている私にとって,

チソ丘陵は,そ う言った意味でいわば ｢言語

の宝庫｣に等 しい｡今やその念願の宝庫に一

歩足を踏み入れたのだ｡思わず胸が ドキ ドキ

する｡

道は右に折れ左に曲 りなが ら, くね くね と

どこまで も続いている｡一部舗装 された所 も

あるが,大部分は赤土のままの道で,雨季に

なると土砂崩れでよく不通になるんです, と

運転手が言 った｡暫 くすると,空が晴れてき

た｡ と同時に視界が開け,蓮か下のほ うにビ

ルマ平地が見え始めた｡ジープは,絶えず左

右-の曲折運動 を続けているが,それ と共に

高度が ぐん ぐん上がって行 くのがわかる｡

2時間半ばか りして,カレー ミョウか ら14

マイル離れた ｢第 3ゲー ト｣に着いた｡ この

名称は,英領時代の辺地行政の名残 りだ｡十

数軒のシザソ ･チン族の家が,強風を避ける

ように道のがけ下に建 っている｡茶店に入っ

てコーヒーを畷 る.寒い｡私は運転手君か ら

レインコ- トを借 りて着込んだ.つい昨 日ま

でいたマンダレ-の燃えるような暑さが, ま

るで うそのように思われる｡ふ とあちこちの

山が,山火事の後のように黒焦げになってい

るのに気がついた｡焼畑だ｡チソ族 も焼畑耕

作 をするのである｡
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写真2 シサ ン ･チ ソ朕の家屋と焼畑 (タイ ソキ ン村 )

習く休憩し,上役, また車上,T'人 と工 るC 第

3ゲ- トから先 も,ず っと登 り坂 た C ビルマ

乎地は, 遥か 下(･/｢ほ うに見える= 1年 に 1-

5台 は, -ソ ドル をき りそ こ/なって谷底に転

落す る車があると,運転手が教えて くれた｡

1時間はか ;)CT)ぼ ったf肺 こ, また村があっ

た｡ 標識坂 に ｢タイ ンギソ村｣ と書いてあ る｡

時計 を兄 三'上IL三午近 い｡.茶店に入 了 (食事 を

とることに したし｡運転手 と茶店 のおかみ さん

とが話 し合 -了告 ､る｡聞 くともな しに聞いて

い ると,ボ-クサ ー (豚 肉) とか, アークサ

- (親 肉) とか言 った単語が耳 に入 って来 た｡

単語の面か らだけみ ると, シサ ン万言 もテ ィ

ーデ ィム万言 と大差な一一､よ うだC

タイソギ ソか らフォー トホ ワイ トまでは,

さほ ど遠 くない｡ ここか ら道が分かれ,その

まま真 紅 ぐ2-卜<イル北上すればテ ィーデ ィム,

トホ ワイ トは, かつて英軍 の基地があった所

だが ,今は家 らしい 家 も′',_こく,道端 にコンク

リー トの上告や煉瓦 の破 片等が残 ってい るこ

とで, 辛うし ､∵三-れ と分か るにす ぎな い L

Jf一二に 1自 押 戦車があったり砲身 をビルー!

側に向け,JIとよ運 び去 られ るこ とも亡 く,戟

後二-十数隼問そ こにその まま放 置 されていた

のだろ うハ海抜2()00m以 Lもある山の上 に残

されてT.､る以上, 日本軍 の ものでは,ない と思

われ るCチ ソ丘陵 は南北 にのびる山脈 だが,

ビルマ平地か ら陸伝 いに行 くには, カ L/- ミ

ヨウか ら登 る道を除いて,ほ とん ど道 らしい

道 はない と言 ってよい､ノ だか らこそ,J'j'JT二次

大戦当時敗走 す る英印軍が ここを通 ってイン

パール-落 ちのひて行 ったのであ り,それ 7C;}

追 って 日本軍 もここを通 って行 ったのた〕 日

本軍兵士 に向か っておそ らく何Iiijとな く砲火

をあごせたであろ うそ釦 戦車 も,今はす ･ノ ′上

り赤錆 びて しまい スクラ ップにす ら,∴るよい

と思われ るし 運転手Gl/)説明に よれ は, テ ィ

ーデ ィム寄 りの道 には,そのよ う左戦中が ま

/+14- 5台は ころが ってい る由 L｡ テ ィ-デ ィ

ムまで行けば もはや 日帰 りは不可能 たか ら,

ここら辺で引 き返す ことに した｡ もともと私

の旅行許可書 には,行先 としてカ レー ミコウ

は記載 されているが,チ ン丘陵の名は記 入さ

れて い 工いのであるご ここまで来れば,上 々

だ ｡板に無理 してテ ィーデ ィムまで行 ったと

ころで,町の入 口で検問に引 っかか り追 い返

され る くらいが闇 ･I,jLIJだ｡ いや,それに して

も行 ってみ た い ものだ｡せ っか くここまで来

たのに./ 私は,運転手 に話 を切 り出そ うか

とうしようか,迷 った｡ そのⅠノ引こ⊥打こぶが千

切れそ うに痛 くたってきた｡谷底か ら吹 き上

げて くる恐ろ しく冷 たい風 のためだ .:,3OOOnl

近 い高度では無理 もないのだが,エーィ,長居
は無用｡ 私は, とうとう引き返す ことに した｡

帰途,第 3ゲー トの茶店のおば さんか ら,

この近 くに 日本軍兵上の死体 を埋めた跡があ

写真3 山腹につくられた段 畑々 (フオートホワイト
付近)
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るとい う話を聞いた｡チソ族の話すビルマ語

には妙な靴 りがあって聞きとりにくい｡チソ

族に限 らず,いったいに山地民の話すビルマ

語は慣れないと聞きづ らい｡カチソ州でもそ

うだった｡原因は ｢発音｣だけでなく,母語

の ｢声調｣の影響が無意識の内に出て くるか

らだと思われる｡いずれにせよ,詳 しい事情

を知 りたいものだと思って突 っ込んできいて

みた｡すると, このあた り一帯では激 しい戦

闘が行なわれ,戦火の後にはおびただしい数

の死体が ころがっていた由｡早速案内を頼ん

で行ってみる｡潅木の生い茂った山腹を滑 ら

ないように注意 しなが ら下 りて行 くと,薮の

中に半分はど欠けた鉄かぶ とがころがってい

た｡聞けば,付近の茂みの中には,そのよう

な鉄かぶ とや飯金等がいくらでも散 らばって

いると言 う｡

埋葬地 とは言っても墓石等置いてあるわけ

ではないので,よほど注意 して見ないと分か

らないが,山の斜面の所 々に畳 1枚分 くらい

の広さの人工的な平地がある｡ 死体はそこに

埋めてあるという｡随分多勢の兵士達が戦死

したものとみえ,そのような平地はあちらに

もこちらにもある｡何年か前,日本政府から

派遣 された遺骨収集団は, ここまでは来なか

ったものとみえる｡ もっとも ｢行け｣ と言わ

れても,現実には行けない所だから仕方はな

いのだが｡訪れる人 とてないこの異国の丘陵

に,戦後二十数年間ねむ り続けている英霊達

の遺骨を,できれば日本-持ち帰 りたい もの

だと私は思った｡それを甘い感傷だと笑 う人

があれば,笑ってもよい｡戦争は,一面では

まだ未処理のままなのだ｡私は,心中合掌 し

なが らチソ丘陵を後にした｡それから1カ月

たった5月下旬, 2年間のビルマ生活を終え

て羽田に帰 り着いた私は,目まぐるしいほど

建設速度の速い日本の姿に驚きととまどいを

感 じた｡それだけに,何 もできずに立ち去 ら

ざるを得なかったチン丘陵の埋葬地の映像が,

未だに私の脳裡から離れない｡
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チャオプラヤー河流域の

潅漑調査より

海 田 能 宏*

4月 3日, 2度 目のタイの土 を踏んだ｡ こ

れか ら始まる10カ月間の調査に対するワクワ

クするような期待 と一方では重荷を一身に背

負いこんだような一種悲壮な重い気持をも抱

いて｡ というの も3月末ぎ りぎ りまでかかっ

て農学部での私の研究に- くぎ りをつけ, 4

月 1日センターに移籍の発令,かばんに荷物

を押 しこんで 3日には ドンムアンに到着する

とい うのだから,機中の数時間を気拝の一新

転換のために費やさざるを得なかったのであ

る｡ やや高度を下げて東北タイ上空を飛ぶ機

の窓か ら,点 々と黒ずんだ縁の森 を配する茶

褐色の大地を見下 しなが ら今回の調査の方法

や対策を心の中で反すうしていた｡今回私に

与えられた調査期間は10カ月間であ り,当セ

ンタ-のタイ研究計画の一員として派遣 され

たわけで,調査 目的をいちお う次のことに限

定,具体的な調査方法については個人的な知

己を得ている RoyalIrrigationDepartment

の Charin部長 と相談の うえ,かな りの程度

まで彼に頼 る心づ もりをしていた｡タイ国と

りわけ広義のチャオプラヤ-河 (MaeNan

ChaoPhraya)流域 (中部 ･北部タイ)の擢

慨排水の全体像を現地踏査によって把握する

こと,その うち資料の制約や現地調査のため

*京都大学東南アジア研究センター


